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㈹
刊
行
物
一
覧

　
　
　
　
－
　
経
済
研
究
所
刊
行
物

イ
、
　
「
東
亜
経
済
研
究
所
研
究
叢
書
』

　
山
田
　
勇
『
東
亜
農
業
生
産
指
数
の
研
究
』
昭
和
十
七
年
　
日
本
評
論
社
　
本

文
四
〇
一
頁

　
『
研
業
叢
書
』
と
し
て
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の

ほ
か
に
原
稿
が
完
成
し
て
い
な
か
ら
、
戦
禍
の
た
め
出
版
の
で
き
な
か
っ
た
も
の

に
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
泉
三
義
『
日
本
製
粉
業
の
展
開
過
程
』

　
阿
部
　
源
一
『
東
亜
農
業
の
基
本
問
題
』

　
根
岸
　
国
孝
『
仏
領
印
度
支
那
に
於
け
る
人
口
問
題
」

口
、
　
『
東
亜
経
済
研
究
所
年
報
』

　
第
一
輯
　
昭
和
十
七
年
　
日
本
評
論
社
　
本
文
七
一
七
頁

　
　
な
お
、
第
二
輯
、
第
三
輯
も
原
稿
は
完
成
し
て
い
た
が
、
戦
火
の
た
め
灰
嬢

　
に
帰
し
た
。

ハ
、
　
『
東
亜
経
済
研
究
所
報
告
』

第
一
輯
　
山
口
　
　
茂
「
支
那
貨
幣
の
性
格
と
銀
行
券
の
問
題
」
昭
和
二
十
年

第
二
輯
　
小
山
　
路
男
「
組
織
よ
り
見
た
る
産
報
運
動
の
発
展
と
現
状
」
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
年

　
第
三
輯
　
服
部
　
一
馬
「
分
村
計
画
の
展
開
と
そ
の
問
題
」
昭
和
二
十
年

　
第
四
輯
　
江
沢
　
譲
爾
「
仏
領
印
度
支
那
に
於
け
る
偏
衙
生
産
の
特
殊
性
」
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
和
二
十
年

　
第
五
輯
　
研
究
部
編
「
東
亜
経
済
年
譜
」
昭
和
十
八
年
壬
昭
和
十
九
年

　
第
六
輯
　
高
橋
　
泰
蔵
「
南
方
経
済
に
お
け
る
国
民
所
得
の
推
算
に
関
す
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
資
料
」
昭
和
二
十
年

　
第
七
輯
　
泉
　
　
三
義
「
印
度
工
業
化
の
特
質
」
昭
和
二
十
年

　
第
八
輯
　
津
田
　
　
隆
「
北
支
綿
業
の
基
本
的
難
点
」
昭
和
二
十
年

　
第
九
輯
　
研
究
部
編
「
東
亜
経
済
年
譜
」
昭
和
二
十
年

　
第
十
輯
　
増
淵
　
龍
夫
「
中
国
郷
村
社
会
研
究
の
若
干
問
題
」
昭
和
二
十
年

一
一
、
　
『
経
済
研
究
』
季
刊

　
本
研
究
所
の
機
関
紙
と
し
て
、
一
九
五
〇
年
一
月
に
、
次
の
よ
う
な
主
旨
を

も
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。

　
　
創
刊
の
こ
と
ば
（
第
一
巻
第
一
号
所
収
）

　
経
済
学
の
領
域
は
、
わ
が
国
で
も
ふ
た
た
び
多
彩
な
展
開
を
見
せ
る
よ
う
に
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な
っ
た
が
、
現
実
の
経
済
は
あ
ま
り
に
も
貧
し
い
。
貧
し
い
だ
け
で
は
な
い
、

偏
っ
て
も
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
態
の
た
だ
中
で
、
社
会
学
と
し
て
の
経
済
学
に
課
せ
ら
れ
た
責
務

や
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き
い
は
ず
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
責
務
を
果
し

う
る
か
の
反
省
に
お
い
て
謙
虚
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
期
待
に
こ
た
え
ん
と
す

る
努
力
に
お
い
て
は
野
心
的
で
あ
り
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
は
、
二
重
の
意
味
で
「
土
俵
」
の
外
に
出
な
け
れ
ぱ
な

ら
ぬ
と
思
う
。
第
一
に
は
、
み
ず
か
ら
「
土
俵
」
を
区
切
り
、
問
題
や
条
件
を
限

定
し
て
、
A
で
あ
れ
ぱ
P
，
B
で
あ
れ
ぱ
Q
と
い
っ
た
調
子
の
自
明
の
論
理
を
繰

返
す
こ
と
の
限
界
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
現
実
に
照
し
て
そ
の
命
題
が
真

で
あ
る
か
否
か
を
検
証
し
う
る
仮
説
を
た
て
る
勇
敢
さ
を
経
済
学
者
が
失
っ
て
か

ら
、
す
で
に
久
し
い
の
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
な
れ
た
「
土
俵
」
か
ら
出
て
、
わ

れ
わ
れ
の
研
究
は
世
界
の
舞
台
で
も
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
わ
が
国
の
経
済
学

が
あ
ま
り
に
も
し
ば
し
ば
、
外
国
経
済
学
の
紹
介
、
解
釈
、
考
証
に
専
念
し
て
き

た
こ
と
を
、
実
践
的
な
市
井
の
常
識
は
、
こ
れ
ま
た
久
し
く
あ
き
た
ら
ず
思
っ
て

き
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
「
経
済
研
究
」
を
あ
え
て
「
経
済
の
研
究
」
と
し
た
の
は
、
右
の
第
一
の
意
味

に
お
い
て
、
現
実
の
経
済
を
対
象
と
す
る
態
度
を
生
か
そ
う
と
す
る
た
め
で
あ
り
、

ま
た
、
こ
の
季
刊
誌
の
紙
面
を
広
く
世
界
に
ひ
ら
い
て
投
稿
を
も
と
め
る
こ
と
に

し
た
の
は
、
右
の
第
二
の
意
味
に
お
い
て
「
土
俵
」
の
外
に
出
る
た
め
で
あ
る
。

　
こ
の
主
旨
に
賛
同
さ
れ
る
江
湖
の
士
が
、
鞭
軽
と
叱
正
を
借
し
ま
れ
な
い
こ
と
．

を
希
望
す
る
。

　
　
一
九
五
σ
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
長
　
　
都
　
留
　
重
　
人

　
　
経
済
研
究
第
＝
二
巻
第
三
号
（
一
九
八
○
年
七
月
）
に
特
集
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ァ
ム

　
『
経
済
研
究
』
－
回
顧
と
展
望
お
よ
び
第
三
〇
巻
第
四
号
ま
で
の
総
索
引
が
お
さ
め
ら

　
れ
て
い
る
。

ホ
、
　
『
経
済
研
究
叢
書
』

　
本
研
究
所
員
の
研
究
成
果
は
、
次
の
通
り
『
経
済
研
究
叢
書
』
と
し
て
刊
行
し

て
き
た
。

L
　
大
川
　
一
司
『
生
活
水
準
の
測
定
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
一
四
四
頁
　
岩
波
書
店
　
昭
・
2
8
・
8

2
1
小
原
　
敬
士
『
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
主
義
の
形
成
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
　
九
九
頁
　
　
〃
　
　
　
昭
・
2
8
・
9

3
・
大
野
精
三
郎
『
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
経
済
学
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
二
七
一
頁
　
　
〃
　
　
昭
・
2
8
・
9

4
．
篠
原
三
代
平
『
所
得
分
配
と
賃
金
構
造
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
ニ
ハ
ニ
頁
　
　
〃
　
　
昭
・
3
0
・
2

5
．
高
橋
長
太
郎
『
所
得
分
布
の
変
動
様
式
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
一
五
四
頁
　
　
〃
　
　
　
昭
・
3
0
・
7

6
．
山
田
勇
　
編
訳
ト
リ
グ
ヴ
ェ
・
ホ
ー
ヴ
ェ
ル
モ
ー
著
『
計
量
経
済
学
の
確
率

　
　
　
　
　
　
　
　
的
接
近
法
』
　
A
5
　
一
六
〇
頁
　
　
〃
　
　
昭
．
3
0
，
9

7
1
大
川
　
一
司
『
日
本
経
済
の
成
長
率
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
一
六
九
頁
　
　
〃
　
　
昭
．
3
1
．
2

8
・
岡
　
　
　
稔
『
ソ
ヴ
エ
ト
エ
業
生
産
の
分
析
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
二
九
頁
　
　
〃
　
　
　
昭
．
3
1
．
5



資料篇351

男1」　　　　　l1．　　　　10．　　　　9．

冊

］7．　　　　］6．　　　　15．　　　　14．　　　　13．　　　　ユ2．別
冊

岨

野
々
村
一
雄
『
国
民
所
得
と
再
生
産
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
三
〇
八
頁
　
　
〃

松
川
　
七
郎
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
テ
ィ
」
上
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
〇
六
頁
　
岩
波
書
店

石
川
　
　
滋
『
中
国
に
お
け
る
資
本
蓄
積
機
構
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
二
〇
頁
　
　
〃

　
経
済
研
究
所
編
『
解
説
日
本
経
済
統
計
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
5
　
一
九
二
頁
　
　
〃

津
田
内
匠
訳
『
チ
ュ
ル
ゴ
経
済
学
著
作
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
ニ
ハ
三
頁
　
　
〃

梅
村
　
又
次
『
戦
後
日
本
の
労
働
力
』
－
測
定
と
変
動
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
二
一
頁
　
　
〃

松
川
　
七
郎
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
テ
ィ
』
下
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
一
五
頁
　
　
〃

本
田
　
創
造
『
ア
メ
リ
カ
南
部
奴
隷
制
社
会
の
経
済
構
造
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
六
六
頁
　
　
〃

溝
口
　
敏
行
『
消
費
関
数
の
統
計
的
分
析
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
一
七
頁
　
　
〃

高
須
賀
義
博
『
現
代
価
格
体
系
論
序
説
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
三
九
頁
　
　
〃

　
篠
原
三
代
平
編
『
地
域
経
済
構
造
の
計
量
的
分
析
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
4
　
三
三
八
頁
　
　
〃

小
原
　
敬
士
『
ヴ
ェ
プ
レ
ン
の
社
会
経
済
思
想
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
二
＝
二
頁
　
　
〃

昭
・
3
3
・
3

昭
・
3
3
・
9

昭
・
3
5
・
1
1

昭
・
3
6
・
1

昭
・
3
7
・
2

昭
・
3
9
・
ユ

昭
・
3
9
・
2

昭
・
3
9
・
3

昭
・
3
9
・
n

昭
・
4
0
・
H

昭
・
4
0
・
1
2

昭
・
4
1
・
3

30．　　　　29．　　　　28．　　　　27． 26．　　　　25．　　　　24．　　　　23． 22．　　　2ユ．　　　20．　　　　19．

伊
東
　
政
吉
『
ア
メ
リ
カ
の
金
融
政
策
』
－
そ
の
論
争
点
の
分
析
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
一
四
頁
　
　
〃
　
　
　
昭
・
4
1
・
3

佐
藤
　
定
幸
『
米
国
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
産
業
』
1
競
争
と
独
占
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
一
五
四
頁
　
岩
波
書
店
　
昭
・
4
2
・
3

宮
鍋
　
　
幟
『
ソ
ヴ
ェ
ト
農
産
物
価
格
論
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
一
四
二
頁
　
　
〃
　
　
　
昭
・
4
2
・
3

江
見
康
一
・
溝
口
敏
行
『
個
人
貯
蓄
行
動
の
国
際
比
較
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
一
五
四
貢
　
　
〃
　
　
　
昭
・
4
3
・
3

梅
村
　
又
次
『
労
働
カ
の
構
造
と
雇
用
問
題
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
一
九
九
頁
　
　
〃
　
　
　
昭
・
4
6
・
3

山
田
　
秀
雄
『
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
経
済
史
研
究
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
〇
四
頁
　
　
〃
　
　
昭
・
4
6
・
3

南
　
　
亮
進
・
尾
高
煙
之
助
『
賃
金
変
動
」
－
数
量
的
接
近
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
一
四
頁
　
　
〃
　
　
　
昭
・
4
7
・
3

都
留
　
重
人
『
公
害
の
政
治
経
済
学
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
二
二
頁
　
　
〃
　
　
　
昭
・
4
7
・
4

溝
口
　
敏
行
『
台
湾
・
朝
鮮
の
経
済
成
長
」
1
物
価
統
計
を
中
心
と
し
て
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
一
八
○
頁
　
　
〃
　
　
　
昭
・
5
0
・
3

野
々
村
一
雄
『
コ
メ
コ
ン
体
制
』
1
社
会
主
義
的
国
際
経
済
協
力
の
研

　
　
　
　
　
　
究
－
　
　
　
A
5
二
二
五
頁
　
　
〃
　
　
昭
・
5
0
・
7

大
野
精
三
郎
『
歴
史
家
ヒ
ュ
ー
ム
と
そ
の
社
会
哲
学
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
七
六
頁
　
　
〃
　
　
　
昭
・
5
2
・
1

松
田
　
芳
郎
『
デ
ー
タ
の
理
論
』
－
統
計
調
査
の
デ
ー
タ
構
造
の
歴
史
的

　
　
　
　
　
　
展
開
I
　
　
A
5
　
一
九
六
頁
　
　
〃
　
　
　
昭
・
5
3
・
9
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3
ユ
　
刈
屋
　
武
昭
『
回
帰
分
析
の
理
論
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
七
三
頁
　
　
〃
　
　
　
昭
・
5
4
・
3

肌
　
富
沢
　
賢
治
『
労
働
と
国
家
」
－
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
会
議
史
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
五
六
頁
　
岩
波
書
店
　
昭
・
5
5
4

へ
、
　
『
欧
文
経
済
研
究
叢
書
』

1
．
大
川
　
一
司
　
↓
訂
O
『
o
毫
手
ヵ
9
①
o
｛
亭
①
旨
℃
彗
o
器
厚
昌
o
昌
く

　
　
　
　
　
　
　
ω
ぎ
8
　
－
o
o
べ
o
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
五
〇
頁
　
紀
伊
国
屋
書
店
　
昭
・
3
2
・
3

z
　
都
留
　
重
人
　
穿
竃
壱
昌
旨
温
富
詔
要
昌
o
昌
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
二
四
一
頁
　
　
〃
　
　
　
昭
・
3
3
・
3

3
．
高
橋
長
太
郎
（
等
）
　
身
冨
冒
o
O
訂
轟
窃
o
h
5
8
目
o
彗
o
茅

　
　
　
　
　
　
　
g
g
コ
σ
一
』
二
〇
目
三
旨
o
団
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
一
八
三
頁
　
　
　
〃
　
　
　
昭
・
3
4
・
3

4
．
山
田
　
　
勇
　
↓
訂
o
q
彗
｛
＞
暑
＝
S
9
8
o
｝
罰
詩
＝
ま
畠
↓
q

　
　
　
　
　
　
　
＞
コ
』
壱
昂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
二
五
四
頁
　
　
　
〃
　
　
　
昭
・
3
6
・
3

5
．
篠
原
三
代
平
　
9
o
奏
亭
彗
｛
O
着
一
鶉
ヨ
艘
①
－
遭
彗
①
需
厚
昌
o
ヨ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
三
四
九
頁
　
　
　
〃
　
　
　
　
昭
・
3
7
・
3

6
－
江
見
康
一
〇
〇
く
①
；
昌
雪
↓
ヨ
ω
8
一
＞
o
ご
く
二
く
彗
o
厚
S
o
邑
o

　
　
　
　
　
　
　
o
『
o
ξ
亭
三
旨
o
與
p
－
o
o
①
o
o
－
お
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
　
一
八
六
頁
　
　
　
〃
　
　
　
昭
・
3
8
・
3

τ
　
伊
大
知
良
太
郎
ζ
竃
誓
富
∋
①
巨
o
申
O
昌
竃
ヨ
彗
勺
ユ
8
0
訂
温
窃
σ
k

コ6．　　　　15． 14，　　　　　　　13，　　　　　　　12． 1ユ．　　　　10．　　　　9．　　　　　8

石
川
　
　
滋

都
留
　
重
人

野
々
村
一
雄

篠
原
三
代
平

溝
口
　
敏
行

大
川
　
一
司

南
　
　
亮
進

藤
野
正
三
郎

倉
林
義
正

－
目
o
O
『
コ
①
O
訂
ω
ω
o
ω

　
　
　
A
5
　
　
六
八
頁
　
　
　
〃
　
　
　
昭
・
3
9
・
3

厚
9
0
ま
O
忌
き
一
〇
〇
冒
雪
↓
ヨ
＞
蜆
一
彗
零
冨
肩
O
ま
亮

　
　
　
　
A
5
　
四
八
八
頁
　
紀
伊
国
屋
書
店
　
昭
・
4
2
・
3

扉
竃
苫
昌
厚
昌
o
邑
o
忌
き
一
〇
i
冒
①
＝
↓

　
　
　
　
A
5
　
二
五
七
頁
　
　
　
〃
　
　
　
昭
・
4
3
・
3

扉
竃
壱
昌
ω
〇
三
g
丙
8
昌
昌
く

　
　
　
　
A
5
　
一
七
八
頁
　
　
　
〃
　
　
　
　
昭
・
4
4
・
3

ω
↓
コ
』
9
声
H
邑
　
O
す
與
目
o
q
①
ω
　
－
目
』
饅
で
岬
一
一
．
ω
　
目
o
O
コ
o
昌
ざ

忌
く
£
8
昌
雪
一

　
　
　
　
A
5
　
四
五
五
頁
　
　
　
〃
　
　
　
　
昭
．
4
5
．
3

、
①
H
ω
O
目
凹
－
　
ω
與
≦
コ
ロ
q
ω
　
国
自
o
O
o
目
ω
目
目
O
ま
O
コ
山
自
巾
o
ω
↓
ξ
饅
「

盲
寝
冒

　
　
　
　
A
5
　
三
〇
一
頁
　
　
　
〃
　
　
　
　
昭
・
4
5
・
3

豆
豪
8
き
邑
望
昌
g
昌
①
印
目
｛
＞
σ
目
ユ
g
ヒ
巨
室
穿
ω
ξ
ω

○
自
U
目
凹
＝
ω
ゴ
o
Ω
『
o
葦
す

　
　
　
　
A
5
　
二
九
八
頁
　
　
　
〃
　
　
　
　
昭
．
4
7
・
3

↓
ぎ
↓
昌
ユ
轟
、
o
；
一
ぎ
寒
o
自
o
昌
ざ
忌
く
9
8
冒
8
二

旨
o
彗
．
ω
向
も
①
ユ
彗
8

　
　
　
　
A
5
　
…
二
〇
頁
　
　
　
〃
　
　
　
　
昭
・
4
8
・
3

＞
z
8
六
ξ
弓
ω
訂
一
一
弓
訂
o
『
＜
o
｛
5
8
昌
9
「
ユ
o
窃

画
目
o
向
o
o
自
o
冒
ざ
o
『
o
至
す

　
　
　
　
A
5
　
二
〇
六
頁
　
　
　
〃
　
　
　
昭
・
5
0
・
3

ω
旨
2
窃
…
Z
娑
O
冨
一
寒
0
8
邑
O
＞
8
0
自
コ
葦
O
q
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江
見
　
康
一

津
田
　
内
匠

石
川
　
　
滋

　
　
　
　
A
5
　
三
二
二
頁
　
　
　
〃
　
　
　
昭
・
5
2
・
3

穿
ω
ミ
ω
昌
；
①
ω
g
き
①
5
｛
易
↓
～
彗
創
o
．
o
o
邑
o
o
⑦
－

昌
ま
く
三
』
憎
彗

　
　
　
　
A
5
　
一
八
六
頁
　
紀
伊
国
屋
書
店
　
昭
・
5
3
・
3

雷
o
ゴ
與
『
o
O
與
目
ゴ
＝
o
目
向
ω
ω
鵯
く
α
o
　
－
印
Z
饒
↓
目
【
①
匡
目

O
o
ヨ
目
o
『
o
o
　
①
目
〔
κ
目
①
『
竺

　
　
　
　
A
5
　
四
五
三
頁
　
　
　
〃
　
　
　
　
昭
・
5
4
・
3

向
ω
竃
着
昌
↓
g
；
〇
一
〇
零
一
向
昌
旦
o
＜
昌
雪
↓
彗
匹

5
窒
旨
弍
o
易
｝
同
8
昌
冒
一
〇
忌
き
一
〇
〇
昌
昌
↑

　
　
　
　
A
5
　
四
六
六
頁
　
　
　
〃
　
　
　
　
昭
・
5
6
・
3

卜
、
　
『
経
済
解
説
統
計
』

　
本
研
究
所
創
立
十
周
年
記
念
出
版
物
と
し
て
、
研
究
所
員
全
員
の
共
同
編
集
に

よ
り
、
昭
和
二
十
八
年
七
月
出
版
。
　
　
　
　
　
A
5
　
二
〇
七
頁
　
岩
波
書
店

　
創
立
二
十
周
年
記
念
出
版
物
と
し
て
『
解
説
臼
本
経
済
統
計
』
を
『
経
済
研
究

叢
書
』
別
冊
と
し
て
昭
和
三
十
六
年
一
月
出
版
。
B
5
　
一
九
二
頁
　
岩
波
書
店

チ
、
　
『
特
殊
文
献
目
録
』

　
既
刊
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
　
宇
津
木
　
正
　
．
．
＞
巨
ま
畠
彗
o
ω
旨
盲
9
H
己
異
①
。
。
↓
o
手
o

　
　
　
　
　
　
　
同
8
コ
o
昌
o
寄
≦
①
き
轟
£
～
一
〇
邊
．
．
（
；
雷
）

　
　
　
　
　
　
　
（
更
σ
＝
o
①
q
『
遭
～
8
一
ω
彗
①
閉
二
ρ
一
）

＞
∋
而
ユ
o
饅
目

2
－
宇
津
木

3
一

4
・

5
．

6
．τ

8
．

9
、m11

〃〃

正

八
巻
　
　
滋

資
　
料

阿
曽

八
巻

清常
水川

昭静
平子

常
川

〃

室
福
円滋

静
子

，
．
＞
巨
ぎ
『
彗
o
o
o
亭
言
o
↓
；
ま
x
窃
8
乎
①
雰
≦
①
ξ
o
｝

内
8
＝
o
∋
δ
ω
旨
2
窃
一
－
竃
ω
～
お
雷
、
．
（
δ
塞
）

（
望
σ
＝
o
零
遭
三
畠
一
ω
①
ユ
窃
一
ξ
N
）

．
、
＞
自
苧
O
『
彗
」
O
O
亭
］
邑
－
邑
①
×
窃
↓
O
薫
向
8
8
三
〇

－
o
膏
冨
一
．
－
遺
－
～
冨
寓
．
．
（
お
睾
）

（
里
；
O
σ
・
S
昌
8
一
〇
。
①
ユ
①
ω
ニ
ニ
）

．
．
－
邑
婁
鶉
国
言
言
冨
言
亮
ω
o
①
ω
彗
誌
…
ω
g
守
ω

邑
募
ま
訂
忍
き
①
o
、
向
8
8
邑
①
ぎ
…
o
易
p

冨
合
～
お
墨
．
．
（
冨
雪
）

（
ω
①
ユ
窃
里
；
o
σ
q
「
與
昌
且
亮
ω
一
z
二
）

経
済
研
究
所
所
蔵
　
雑
誌
目
録
　
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五

九
）
十
月
末
現
在

経
済
研
究
所
所
蔵
　
ア
ジ
ア
文
献
目
録
（
欧
文
の
部
）
（
一
九

六
〇
）

『
経
済
研
究
」
著
者
別
総
索
引
　
第
一
巻
一
号
－
第
十
一
巻
二

号
（
一
九
六
〇
）

経
済
学
雑
誌
総
合
目
録
　
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
四

月
末
現
在

経
済
研
究
所
所
蔵
雑
誌
目
録
（
和
文
編
）
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）
十
二
月
現
在
（
一
九
六
三
）

社
会
科
学
雑
誌
総
合
目
録
　
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

十
二
月
末
現
在
（
一
九
六
四
）

経
済
研
究
所
雑
誌
目
録
（
欧
・
露
文
編
）
昭
和
四
十
年
（
一

九
六
五
）
十
二
月
末
現
在
（
一
九
六
五
）
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資

料

室

資　金
　沢料
　幾室子

”　　　〃　．　〃

小石宮
林川地

清清幹
美美夫

常
川

静
子

ユーリ

中
国
・
朝
鮮
関
係
所
蔵
雑
誌
目
録
　
昭
和
四
十
年
（
一
九
六

五
）
十
二
月
末
現
在
（
一
九
六
六
）

経
済
研
究
所
所
蔵
、
コ
i
O
靹
当
［
茎
⊆
ω
一
〈
O
工
O
；
＝
天
＝
一

一
九
二
九
－
一
九
四
一
　
総
目
次
（
一
九
七
〇
）

経
済
研
究
所
所
蔵
、
コ
当
＞
工
O
①
O
両
×
O
ω
国
コ
O
↓
因
〇
一

一
九
二
三
－
一
九
四
〇
　
総
目
次
（
一
九
七
二
）

経
済
研
究
所
所
蔵
．
．
コ
O
』
ω
工
＞
；
両
＝
両
；
童
〉
刃
天
O
＝
ω
；
＞
一

一
九
二
二
－
一
九
四
四
目
o
」
＼
蜆
，
、
総
目
次
（
一
九
七
三
）

経
済
研
究
所
所
蔵
、
ω
天
O
工
O
童
エ
エ
［
〇
一
〈
O
何
O
①
O
ω
で
両
エ
エ
ワ

一
九
二
三
8
．
H
－
一
九
三
〇
昌
。
ω
．
、
総
目
次

経
済
研
究
所
所
蔵
．
．
O
O
；
＝
＞
』
一
＝
∩
↓
エ
エ
同
O
ス
O
両
X
O
ω
団
茗
9

畠
P
　
一
九
二
三
－
一
九
三
〇
事
■
ω
．
。
総
目
次

経
済
研
究
所
所
蔵
雑
誌
目
録
　
　
（
欧
・
露
文
編
）
昭
和
四
十

年
（
一
九
七
四
）
十
二
月
末
現
在
（
一
九
七
五
）

奨
学
財
団
寄
贈
図
書
目
録
　
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）

三
月
三
十
一
日
現
在
（
一
九
六
一
）

家
計
調
査
資
料
目
録
（
一
九
六
八
）
一
橋
大
学
統
計
資
料
整

備
セ
ン
タ
ー
共
編

『
資
料
調
査
室
シ
リ
ー
ズ
』
資
料
調
査
室

一
⊥
二
　
津
田
　
内
匠
：
チ
ュ
ル
ゴ
の
蔵
書
目
録
－
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
蔵
の
手
稿
に
よ
る
－
　
　
　
　
　
（
一
九
七
四
）

9．　　　　8．　　　　　7．　　　　6．　　　　　5．　　　　4．　　　　　3．　　　　　2．　　1．　　　　’I’

Lヌ
『
統
計
調
査
』
統
計
室

浜
田
　
宗
男
：
台
湾
の
社
史
調
査
－
統
計
表
を
中
心
と
し
た
1

常
川
　
静
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
〇
）

『
加
工
統
計
シ
リ
ー
ズ
』
統
計
室

溝
口
　
敏
行
：
農
家
経
済
調
査
の
補
正
　
そ
の
一
、
そ
の
二
　
（
一
九
六
七
）

倉
林
　
義
正
－
国
民
勘
定
の
国
際
比
較
、
一
九
五
一
－
一
九
六
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
八
）

尾
高
煙
之
助
：
台
湾
官
業
の
雇
用
と
賃
金
、
一
八
九
七
－
一
九
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
九
）

篠
原
三
代
平
：
台
湾
鉱
工
業
生
産
額
の
推
計
、
大
正
一
年
－
昭
和
十
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
九
）

南
　
　
亮
進
：
農
業
経
常
財
投
入
額
の
府
県
別
推
計
、
一
九
〇
五
－
一
九
四

　
　
　
　
　
〇
　
そ
の
一
、
そ
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
〇
）

石
川
　
　
滋
：
台
湾
農
業
生
産
額
の
推
計
（
産
出
シ
リ
ー
ズ
）
、
　
一
九
〇
五

　
　
　
　
　
　
－
一
九
六
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
〇
）

尾
高
煙
之
助
－
日
本
統
治
下
に
お
け
る
朝
鮮
の
雇
胴
と
賃
金
　
付
・
－
関
東
州

　
　
　
　
　
　
の
雇
用
と
賃
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
一
）

石
川
　
　
滋
：
台
湾
農
業
生
産
額
の
推
計
（
投
入
シ
リ
ー
ズ
）
、
　
一
九
〇
五

　
　
　
　
　
－
一
九
六
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
一
）

溝
口
　
敏
行
・
・
戦
前
台
湾
・
朝
鮮
の
物
価
資
料
山
　
　
　
　
　
（
一
九
七
二
）



賓料篇751

23． 22．　　　21．　　　20． 19．　　　　18．　17．　　　　16、 15．　　　　14，　13．　12．　　　　11．　10．

江
見
　
康
丁
・
台
湾
の
財
政
に
お
け
る
資
本
形
成
　
　
　
　
　
（
一
九
七
三
）

石
川
　
　
滋
：
朝
鮮
農
業
生
産
額
の
推
計
、
一
九
一
〇
－
一
九
七
〇
（
そ
の

　
　
　
　
　
　
一
－
戦
前
の
部
）

伊
東
　
政
吉
：
米
国
経
済
統
計
集
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
三
）

溝
口
　
敏
行
：
戦
前
台
湾
・
朝
鮮
の
物
価
資
料
目
　
　
　
　
　
（
一
九
七
四
）

南
　
　
亮
進
・
・
農
業
生
産
額
の
推
計
、
一
九
一
五
－
一
九
四
〇
　
そ
の
一
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
五
）

溝
口
　
敏
行
－
台
湾
の
財
政
の
分
析
、
明
治
三
一
年
度
－
昭
和
二
二
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
五
）

江
見
　
康
一
：
所
得
分
布
統
計
、
昭
和
三
二
年
－
四
八
年
　
そ
の
丁
・
基
礎

　
　
　
　
　
　
統
計
資
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
五
）

江
見
康
一
：
府
県
別
歳
入
水
準
の
推
移
、
昭
和
一
－
四
八
年
（
一
九
七
七
）

尾
高
煙
之
助
－
旧
三
菱
重
工
の
労
働
統
計
－
・
明
治
一
七
年
－
昭
和
三
八
年

　
　
　
　
　
　
付
・
・
機
械
工
業
の
労
働
統
計
抜
率
　
　
　
　
　
（
一
九
七
八
）

江
見
康
一
：
所
得
分
布
統
計
、
昭
和
二
二
年
－
四
八
年
そ
の
二
：
H
基

　
　
　
　
　
　
礎
統
計
資
料
（
つ
づ
き
）
目
所
得
分
布
の
不
均
等
度
に
関
す

　
　
　
　
　
　
る
諸
係
数
の
計
算
値
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
八
）

梅
村
　
又
次
－
共
武
政
策
・
徴
発
物
権
一
覧
表
（
項
目
別
・
道
府
県
別
集
計
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
九
）

溝
口
　
敏
行
：
朝
鮮
の
財
政
分
析
、
明
治
三
八
年
度
－
昭
和
二
二
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
九
）

溝
口
　
敏
行
・
・
旧
植
民
地
の
財
政
分
析
　
そ
の
一
　
南
洋
庁
大
正
一
一
年

　
　
　
　
　
　
度
－
昭
和
一
四
年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
○
）

溝
口
　
敏
行
－
旧
植
民
地
の
財
政
分
析
　
そ
の
二
…
樺
太
庁
明
治
四
〇
年

1．ヲ
26．　　　　25，　　　　24．6．　　　　　5．　　　　　4．　　　　　3．　　2．

　
　
　
　
　
　
度
－
昭
和
ニ
ハ
年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
○
）

石
川
　
　
滋
－
朝
鮮
農
業
生
産
額
の
推
計
、
一
九
一
〇
－
一
九
七
〇
　
そ
の

　
　
　
　
　
　
二
－
戦
前
・
戦
後
の
接
続
の
部
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
○
）

溝
口
　
敏
行
：
旧
植
民
地
の
財
政
分
析
　
そ
の
三
・
・
関
東
庁
（
本
局
）
明
治

　
　
　
　
　
　
四
〇
年
度
－
昭
和
一
七
年
度
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
一
）

溝
口
　
敏
行
：
旧
植
民
地
の
財
政
分
析
　
そ
の
四
：
関
東
庁
（
地
方
局
）

　
　
　
　
　
　
明
治
四
〇
年
度
－
昭
和
一
七
年
度
　
　
　
　
　
（
一
九
八
一
）

『
プ
ロ
ゲ
ラ
ム
・
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
』
電
子
計
算
機
室

野
島
　
教
之
：
デ
ィ
フ
ユ
ー
ジ
ョ
ン
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
、
標
準
化
指
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
〇
）

野
島
　
教
之
：
回
帰
分
析
、
移
動
平
均
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
一
）

野
島
　
教
之
：
セ
ン
サ
ス
局
法
　
＝
×
－
員
　
向
勺
＞
×
－
杜
〇
一

薄
田
　
発
明

　
　
　
　
　
　
時
系
列
デ
ー
タ
の
グ
ラ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
二
）

野
島
　
教
之
：
M
I
T
I
法
皿
、
線
型
関
係
式
の
係
数
の
同
等
性
の
検
定

池
田
　
陽
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
三
）

野
島
　
教
之
：
二
段
階
最
小
二
乗
法
、
判
別
分
析
　
　
　
　
　
（
一
九
七
三
）

杉
山
　
文
子

倉
林
　
義
正
：
経
済
研
究
執
筆
予
定
表
作
成
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

野
島
　
教
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
四
；
一
九
七
五
）

杉
山
　
文
子
実
験
（
そ
の
一
、
そ
の
二
、
そ
の
三
）

有
田
富
美
子

有
田
富
美
子
：
実
対
称
行
列
の
固
有
値
お
よ
び
固
有
ベ
ク
ト
ル
を
求
め
る
た
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め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
四
）

倉
林
　
義
正
：
＞
ω
壱
誌
ヨ
＞
暑
『
o
o
＝
↓
o
｝
①
o
o
訂
募
ゴ
o
ω

　
　
　
　
　
　
o
｛
勾
g
饅
＝
　
四
邑
ミ
サ
〇
一
窃
竺
①
↓
『
Φ
匹
窃
鶉

　
　
　
　
　
≦
o
『
o
■
U
国
＄
黎
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
四
）

杉
山
　
文
子
－
正
準
相
関
分
析
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
　
　
（
一
九
七
四
）

倉
林
　
義
正
：
↓
訂
一
U
g
與
．
霊
竃
δ
『
手
①
＞
冨
一
壱
后
o
h
z
昌

松
田
　
芳
郎

　
　
　
　
　
　
？
o
葦
『
ユ
竃
冨
ま
窒
巨
↓
δ
コ
　
　
　
　
　
（
一
九
七
五
）

松
田
　
芳
郎
：
企
業
統
計
デ
ー
タ
・
フ
ァ
ィ
ル
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
ー

野
島
　
教
之

　
　
　
　
　
　
（
財
務
諸
表
加
エ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
　
　
　
　
　
（
一
九
七
六
）

松
田
　
芳
郎
：
所
得
分
布
デ
ー
タ
・
ぺ
－
ス
検
索
シ
ス
テ
ム
　
（
一
九
七
六
）

杉
山
　
文
子

有
田
富
美
子
－
経
済
分
析
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
八
）

有
田
富
美
子
・
・
経
済
分
析
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
ω
勺
冨
勾
説
明
書
　
（
一
九
八
O
）

電
子
計
算
機
室
：
電
子
計
算
機
利
用
の
手
引
（
＞
O
○
ω
ミ
Z
向
＞
O
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
O
）

『
デ
ー
タ
・
リ
ス
ト
』
電
子
計
算
機
窒

ス
ト
ッ
ク
・
デ
ー
タ
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
　
電
子
計
算
室
　
　
　
（
一
九
七
二
）

ω
①
＝
①
ω
　
O
｛
　
O
O
巾
σ
＜
向
×
潟
－
一
〇
二
一
』
H
Φ
　
｛
O
h
　
O
o
く
①
－
O
℃
－
コ
σ
q
O
O
O
目
↓
＝
①
ω
一

－
爵
o
o
－
お
零
（
倉
林
義
正
、
杉
山
文
子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
三
）

＝
－
O
o
H
○
カ
ー
O
＞
－
　
ω
弓
＞
↓
H
ω
↓
－
8
　
0
向
　
』
＞
『
＞
Z
同
ω
向

司
H
カ
H
≦
ω
．
＞
O
弓
－
＜
H
↓
－
向
ω
－
＞
勺
『
9
自
o
⑦
　
一
〇
〇
〇
コ
一
〇
＝
①
　
画

o
g
凹
困
饅
8
艮
匝
與
一
彗
8
望
窪
防
o
｝
g
n
o
溜
『
ζ
触
昌
－

　
　
武
o
；
ユ
長
ヨ
冒
ω
二
8
①
ー
お
1
（
松
田
芳
郎
、
野
島
教
之
、
大
井
博
美
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
六
）

4
．
　
O
凹
冨
団
印
潟
－
o
『
亭
①
ω
巨
9
①
ω
o
「
一
；
o
o
目
①
固
コ
匹

　
　
向
着
彗
2
言
「
①
豆
弩
；
巨
一
昌
－
＞
コ
　
目
曽
冒
旦
①

　
　
｛
o
H
亭
①
日
霧
一
U
與
冨
－
（
溝
□
敏
行
、
杉
山
文
子
、
松
田
芳
郎
、

　
　
野
島
教
之
、
寺
崎
康
弘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
八
）

5
．
　
O
国
＄
団
錦
⑦
h
o
『
ま
①
ω
巨
昌
窃
o
コ
H
昌
o
∋
①
彗
匹
　
　
　
（
一
九
七
九
）

　
　
向
×
潟
目
皇
g
冨
g
ω
↓
ユ
巨
ζ
o
p
§
（
溝
口
敏
行
、
杉
山
文
子
、
松
田
芳
郎
、

　
　
野
島
教
之
、
寺
崎
康
博
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
九
）

6
　
南
洋
庁
、
南
樺
太
庁
統
計
書
デ
ー
タ
・
べ
ー
ス
（
溝
口
敏
行
、
野
島
教
之
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
○
）

7
－
新
S
N
A
関
連
デ
ー
タ
・
べ
ー
ス
所
収
デ
ー
タ
・
リ
ス
ト
電
算
機
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
一
）

8
．
関
東
大
地
震
被
災
事
業
所
関
連
デ
ー
タ
・
べ
ー
ス
（
電
子
計
算
機
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
二
）

　
　
　
　
2
　
セ
ン
タ
ー
刊
行
物

イ
、
特
殊
文
献
目
録
・
索
引

●
郡
是
町
村
調
査
書
所
在
目
録
（
特
殊
文
献
目
録
シ
リ
ー
ズ
ー
）
昭
・
3
9
九
九
頁

●
府
県
勧
業
年
報
所
在
目
録
（
特
殊
文
献
目
録
シ
リ
ー
ズ
2
）
昭
・
4
ユ
　
九
六
頁

●
一
橋
大
学
所
蔵
　
明
治
以
降
本
邦
経
済
統
計
調
査
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
目
録
（
第
一




